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5)右傍精巣横紋筋肉腫,多臓器転移症例に対
す る末梢血幹細胞移植併用商用盈化学療法

の経験

西山 勉 潤 滑 正博 膿 農恕 提 韻 )

片山 靖士 (露 遍 野合病院)

症例は21歳男性.1994年12月2日右精巣腫項の診断

で小千谷綜含病院で右精巣摘除術を受けた.病理診断は

横紋筋内陸 tembr),onaltype)であった,1995年6月

19日の精査では再発を認めなかった.1995年7月に咳

が出現.8月3日に呼吸困難が出現し.′｣＼千谷綜合病院

を受診 した.多量の胸水を伴う肺転移を指摘され 今後

の治療を目的に長岡中東綜含病院を受診した.入院時の

PSは4で,呼吸困難を高度に認めた.右胸陛 ドし十一

ジにて 3,500mlL')胸水をドL/十-ジした.傍精巣横紋
筋内陸,肺,肝,後腹膜 りンべ節転移の診断で,1995年

8月7日かと､'MjW 埼法 (Mesna2,500mg:m2xIJldays,

In X2OmLTm2*'3days.IFM 2.5α)mgm2×3days.

療法後 go(yIPR とな一一,た.1995年11月4日かlT,HrXlー
(＼!TP162(X)mgm-3＼･･Idays.THPl10mgmll)(2days,

CBIXA400mgm2x2days)を行-､た.1995午11月12
円に PBS(1､を施行した.C,FU{,M 数で 1.12xIO5Llkg

を移植できた.移植後.白血球数>1.0()Oに回復するLn

iこ12F].血小板>5×1011iこ回復するの(こ21日であった.

施行後,CR と克った, しかし,HDCT後8JT月で再

発 (後腹膜 リンパ節転移)した,化学療法を行うもNC

であった.1996年9月から照射 (56Gy)を行い,その

後.VP-16の経口投与を行っているが,1997年1月13

日現在坦癌生存中 (､外来通院中lである.【結語】右傍

精巣横紋筋肉腫チ多臓器転移症例に対する末稽血幹細胞

移植併用高欄畳化学療法を経験 したので報告した.予後

不良が予想される症例i･こは2回の高用量化学療法も考慮

する必要があると思われた.

61Gene-modifiedtumorvaccineiこよって誘
導される宿主抗腫療免疫応答
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近年の遺伝子導入法の進歩とともiこ.悪性腫壕i･こ対す

る遺伝子療法の研究が盛んに行われている.現在の遺伝

子療法モ:T-JLの多くは,痛抑制遺伝子導入による脱癌化

担癒宿主内における抗腫壕免疫応答を増強し.膝塙の排

除を狙うもの,薬剤感覚性遺伝子や寒素遺伝子を癌細胞

;.こ導入し.直接癌細胞を排除する3つしりstI･こlteg),に大

別される.新潟大学第二内科では.ニJr.Lまでに担痛宿_･主

体 (Anti-{t)3mAbトIL-2で刺激培養することiこより,

効率良く腫壕感作'r細胞を誘導できることを報告してき

た.より効率良く腰痴感作T細胞を誘導する方法の確立

を目的として,各種サイトカイソ,抗原認識に関与する

分子を遺伝子導入により腫虜細胞に発現させ,これら遺

伝子導入魔窟を用いた癌ワクチソ療法を養子免疫療法に

応用した.Extra-chromosomalexpressionvectorで

ある BMGNeo.BChノ1GSNeoに ILI2,1L-4,ILliの

cDNA を挿入し,各サイ トカインの発現ベクタ-を作

成した.C57BL6てウ1由来の線維肉腫であるMCA腫

癌に,これら発現ベクタ-を導入し,サイトカイソ発現

腰癌を作成した.これらサイトカイソ発現腰虜,親腺癌

を B6-､,rLJフ･皮下に接種 し.そ〔:')鍾場所属 目ンべ節細

胞を invitroで anti-tD3mAb､IL-2によ再舌性化し,

エフェクタ-細胞を誘導した.エフェタタ-細胞を親腫

癌の肺転移モデルに移入し,抗感癌効果を検討した.そ

の結果,IL-2遺伝子発現陸揚による膝壕r7:]チンは.

担痛宿主内の腫壕感作T細胞の前駆細胞を効率良くprime

L 養子免疫療法の抗腰痛効果を増強させることが明ら

かとなった.王L-2遺伝子発現腰癌の所属 7)ソバ節細胞

の Tcell receptordiversityを検討したところ,in ･ヽitro

での活性化後,TCRVβ8陽性細胞比率L')有意な上昇

を認めた.この細胞群を肺転移マウス-のエフェクター

細胞移入直前をこ除去すると,抗腫蕩効果は消失すること

より,この細胞群が主たるエフェタタ-壊能を担ってい

ることが明らかとなった.

また,このよう紅塵療特異的T細胞を誘導する過程に

おいて.近年,costimulatorymoleculeとしての B7分

子の榛能が注目さIlLている.同様に B7-1.B7-2分子

発現腰癌を作成し これら発現腰癌をこよる宿主抗感療免

疫応答とその他の associatemoleculeとのかかわり.

抗陸揚エ7:l･_ケクーT細胞の単離法について現在検討中

であり.pl･elimillaryな結果についても呈示する.


